
１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　 移動平均法による原価法によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法

　　　備品・・・・・・・・・定額法による減価償却を実施している。

（３）引当金の計上基準

　　　金利変動対策引当金・・・・・運用利率の変動に備えるために必要額を計上

　　　債券価格変動対策引当金・・・・・保有債券の価格変動に備えるために必要額を計上

（４）消費税等の会計処理

　　　消費税等の会計処理は、税込み方式によっている。

２．基本財産及びトラスト基金並びに特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及びトラスト基金並びに特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

円 円 円 円

基本財産

　 定期預金 1,444,185 34,892 0 1,479,077

　 投資有価証券 223,876,340 99,927,000 100,000,000 223,803,340

　 普通預金 827,436 73,000 0 900,436

小　　計 226,147,961 100,034,892 100,000,000 226,182,853

トラスト基金 　

　 定期預金 6,689,355 529,790 0 7,219,145

　 投資有価証券 120,000,000 0 0 120,000,000

　 普通預金 529,790 1,388,244 529,790 1,388,244

小　　計 127,219,145 1,918,034 529,790 128,607,389

特定資産 　

　 金利変動対策引当資産 5,000,000 0 0 5,000,000

   債券価格変動対策引当資産 15,000,000 0 0 15,000,000

小　　計 20,000,000 0 0 20,000,000

合　　計 373,367,106 101,952,926 100,529,790 374,790,242

財務諸表に対する注記

　



（うち指定正味財産 （うち一般正味財産 （うち負債に
からの充当額） からの充当額） 対応する額）
円 円 円 円

基本財産

　 定期預金 1,479,077 (1,479,077) (0) －

　 投資有価証券 223,803,340 (223,803,340) (0) －

　 普通預金 900,436 (900,436) (0) －

小　　計 226,182,853 (226,182,853) (0) －

トラスト基金

　 定期預金 7,219,145 (7,219,145) (0) －

　 投資有価証券 120,000,000 (120,000,000) (0) －

　 普通預金 1,388,244 (1,388,244) (0) －

小　　計 128,607,389 (128,607,389) (0) －

特定資産 　

　 金利変動対策引当資産 5,000,000 0 (0) (5,000,000)

    債券価格変動対策引当資産 15,000,000 0 (0) (15,000,000)

小　　計 20,000,000 0 (0) (20,000,000)

合　　計 374,790,242 (354,790,242) (0) (20,000,000)

　 円 円 円

　 円 円 円

30,258,540 1,109,640

帳簿価額 時　　価 評価損益

39,960,000 41,319,600 1,359,600

223,803,340 226,878,292 3,074,952

54,767,440 56,250,152 1,482,712

99,927,000 99,050,000 △ 877,000

29,148,900

当期末残高取得価額 減価償却累計額

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

科　　　　　目

　備　　　　品

　合　　　　計

科　　　　　目

広島市平成16年度第1回公募公債

　合　　　　計

神戸市平成15年度第1回公募公債

北海道平成２２年度第５回公募公債

茨城県平成14年度第1回公募公債

３．基本財産及びトラスト基金並びに特定資産の財源等の内訳

1,921,193

2,035,490

2,035,490 114,297

1,921,193

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

114,297

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

　  基本財産及びトラスト基金並びに特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科　　　　目 当期末残高



　 円 円 円 円

補助金

　   運営事業等補助金
大阪府 0 24,765,000 24,765,000 0

　 和泉葛城山ブナ林保全事業補助金
岸和田市 0 1,132,000 1,132,000 0

　 和泉葛城山ブナ林保全事業補助金
貝塚市 0 1,132,000 1,132,000 0

　   緑と水の森林基金事業等補助金
国土緑化推進機構 0 2,750,000 2,750,000 0

助成金

　 緑のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの森記念造成事業助成金
国土緑化推進機構 0 300,000 300,000 0

協賛金 　 　 　 　 　
　 CSO協賛金

損保ジャパン 0 100,000 100,000 0

　平成22年度ｸﾞﾘｰﾝ基金　　 日本損害保険代理
業協会 0 100,000 100,000 0

受託金 　 　

  事務費

    森の名手・名人選定関係事務費
国土緑化推進機構 0 10,000 10,000 0

交付金 　 　
 緑の募金推進体制整備交付金

国土緑化推進機構 0 450,000 450,000 0

0 30,739,000 30,739,000 0

　 地上権の設定・・・・・・能勢町三草山に生息するヒロオビミドリシジミは日本の分布の東限になっている

　 ことから、生息主要区域に地上権を設定し、生息環境であるナラガシワ林の保全に努めている。

　 能勢町長谷302番地の２外３筆　14.48ｈａ

当期減少額交付者 前期末残高 当期増加額補助金等の名称 当期末残高

６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

７．その他

合　　計


